
平成 30年度 看護研究の取り組み 

 

１．臨床判断に必要な視点について 

 ～セルフケア能力が低下した統合失調症患者への看護ケアを振り返り考察する～ 

                              １Ａ病棟 齊藤公子 

 

２．思考障害から感情を表出できない患者への看護を振り返る 

 ～ＬＥＡＰを用いた看護面接を通して～ 

 １Ａ病棟 千野升一郎 

３．患者の自信と意欲の回復に向けての関わり  

 ーストレングスモデルを活用し支援した事例ー 

  １Ｂ病棟 石川香 

 

４．自宅退院を目指す患者の自己決定を支えた看護を振り返る 

   ２Ｃ病棟 西室祐一郎 

 

５．衝動性の高い患者の退院支援について考える 

   １Ａ病棟 古屋順 

 

６．長期入院から退院実現に向けた看護 

   １Ｂ病棟 小林理恵 

 

７．慢性期入院患者の退院支援への取り組み 

   １Ａ病棟 清水ふみ 

 

８．「摂食障害患者の看護指標」の導入における看護師の関わりの意味 

   １Ｃ病棟 佐野優子 

 

９．うつ病患者のストレングスモデルの活用 

   ２Ｃ病棟 野澤由美子 

 

１０．Ａ病院における臨床実習指導者役割の現状 

   １Ａ病棟 押領司さおり 

 

 


